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１惣菜盛付ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
【省ｽﾍﾟｰｽ型 】

２惣菜盛付ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
【ﾄﾚｰ供給一体型 】

３高速弁当盛付ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ
４超高速蓋閉ロボットシステム
５惣菜製品移載ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ開発
６惣菜盛付ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑｴﾝﾊﾝｽ横展開

食品TCのﾛﾎﾞﾌﾚﾂﾘｰ分析結果
施設との連携

設備との連携

装置との連携

市場対応レベル
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Cyber World(含法律＊)

Real World

時空間整合ｻｰﾋﾞｽ技術
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人の受容・寛容・協調技術

財務管理システムとの統合
プロセス管理システムとの統合
作業動作管理システムとの統合

ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ（人の移動先サービス）技術
マルチロボット連携ｻｰﾋﾞｽ技術（例：掃除サービスPF）
顔の見えるｻｰﾋﾞｽ技術（人間関係）

環境に対する寛容性追求
ロボットシステムやサービス対する受容性寛容性追求
人（ﾒｰｶ、SIer、ﾕｰｻﾞ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ）の受容性寛容性追求

ロボットフレンドり

『ﾛﾎﾞﾌﾚと新しい合本主義
による“惣菜産業革命”で

人手不足解消』

製造業で最大人手：食品
機械化遅れ:すし、惣菜
惣菜の半分：盛付に集中
→・ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑの開発
→ ・ﾛﾎﾞｯﾄ化全体最適化他

②サービスは多少いびつでもそ
れを受け入れる、人々の寛容さ

社会受容性のある
人･ﾛﾎﾞｯﾄI/Fシステム
（ﾛﾎﾞｯﾄﾋｭｰﾏﾝ技術）

One Teamで限界を超える
One for All,All for One

ＡＩ注文量予測*)

ＡＩビジョン*)

システム構築*)

廉価ロボ構想設計*)

まち内外連携
建物内外連携
部屋内外連携（含温湿光電磁音響などの環境）

ｴﾚﾍﾞｰﾀ、輸送機などの室内設備とﾛﾎﾞｯﾄ連携
床、壁、天井、仕切りとのロボット連携
環境センシングやアクチュエーション連携
他ﾛﾎﾞｯﾄ連携（含：ロボットデータ連携システム）
ドアや家具･機器連携
ｾﾝｻｱｸﾁｭｴｰﾀ連携

社会、経営、決済ﾌﾟﾛｾｽの統合
Engineering Chain
セキュリティシステムの導入

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ､同材 
荷姿、ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ
商品、周辺機器、ｾﾝｻｰ､ｱｸﾁｭｴｰﾀ

業界ﾙｰﾙ・慣習・常識見直し、変革、反映、統合
適業界サプライチェーン
業界に適したﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ・ｻｰﾋﾞｽ構築

注文予測*)、量り売り検討
ロボット用トップシール機予定

ﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ*)

人・ﾛﾎﾞｼﾌﾄ計算*

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ情報ﾈｯﾄ集中管理
制御アプリ*)

生産ﾌﾟﾛｾス最適化*)

ﾛﾎﾞﾌﾚ容器（ｻｲｽﾞ・勘合・形状）・番重標準化*)

番重に最大数の惣菜製品が入る惣菜容器予定

＊には、対応する事業者がいる

業界初の惣菜盛り付け自動化ロボ・ロボット大賞受賞
・半年で仕上げた・毎夕定例会議でｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ。答は明日まで

４人の盛り付けを自動化

ポテトサラダ用脱着式ｽﾃﾝﾚｽﾊﾝﾄﾞ＊）

荷重ｾﾝｻを接触ｾﾝｻとして利用（定量性）、表面：手袋素材を使用

底までついたら、人にﾎﾟﾃﾄｻﾗﾀﾞを
追加していただく

ﾛﾎﾞﾌﾚ番重（狭い深い）＊）

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｲﾝ：ﾀｸﾄ最小化のﾛﾎﾞｯﾄ軌跡、小型化、全体の最適化、ｼﾌﾄ作成

■ロボフレ＝“改善”“知恵”“工夫”の集積体
・多くの人がそれを利用しあう＝協力が必須

   （＝利他の心）
・ロボフレの普及拡大で

業界全体の生産性向上

・２１年度は惣菜盛り付けの自動化
・２２年度は小型化、多品種化。
・２３年度はシステム化。
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社会受容性のある
ロボット環境

（ﾛﾎﾞｯﾄ環境技術）

→3,000社惣菜製造企業へ廉価で最高のソリューションを提供

適ﾛﾎﾞｯﾄ
工場ﾚｲｱｳﾄ

盛付室16度C
ﾗﾍﾞﾗ連動予定

一人は、材料供給などに残す

オペレータへの教育も実施

Why（課題、効果） Howと効果 Whatと効果

ロボットの一定稼働で
必要数量をさばく体制

番重、容器、勘合の工夫
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